
２０20年度
あかし女性応援講演会

▪何かあっても、どこにも相談する相手がいない。

▪子育てや生きていくために働くことが負の連鎖になる

▪「母親なんだから」…その言葉に追い詰められる

「こうあるべき」と求められる女性像や完璧な母親像が根強

い社会ゆえに、生きづらさを感じる現状があります。

困難を乗り越えるためには、どうすれば・・・？

辻さんのこれまでの人生や、辻さんのもとに舞い込んでく

る様々な事例を通して、これからの社会に向けて「こんなこと

があったら、もっとみんな生きやすいのに」と思っていること

をお話いただきました。

■日 時
２０２１年３月２０日（土）
１３：３０～ １５：３０

■場 所
複合型交流拠点ウィズあかし学習室７０４
(明石市東仲ノ町６番１号 アスピア明石北館）

■参加者
【会場】３３名【オンライン】２８名

開 催 デ ー タ生きづらさをなくすために

女性がいきいきと 生きられる 社会に向けて
～大人が変われば 子どもが変わる～

■アンケートより■
【会場参加】

・古い固定観念の中、人目を気にしながら生きている自分に、目からウロコのように目覚めました。

・ついつい目の前の課題にとらわれがちだった。一人ひとりを大事に出来たら未来は変わる。この言葉を意識し
ながら自ら行動を起こしてみようと思います。

・若い世代から全ての世代まで年齢に関係なく聞いて、前向きにいい世界をつくっていける話でとてもよかった。

・世の中、本当にすごく困っている人がいるんだと思いました。

プログラム

■開会あいさつ

代表 﨑野 圭子

■第１部

講演会「女性がいきいきと生きられる社会に向けて

～大人が変われば 子どもが変わる～」

■第２部

質問＆相談タイム

■閉会あいさつ

代表 森 一美

辻 由起子 さん

講 師

開 催 報 告

複合型交流拠点ウィズあかし ・ あかし女性応援ねっと

▲質問・相談タイム

社会福祉士・保育士・
大阪府子ども家庭サポーター

司会・進行／柏木 登起（事務局長）

【オンライン】

・愛知から参加しました。とても貴重なお話を自宅で聴くことができて本当にありがた
いと思いました。

・ライブ感も大切ですし、実際に人と人が顔を合わせるのも大事なので、オンラインと
ともに実際の場も大事にしていけるとよいと思います。

・制度を作る人と当事者の間を埋めることが本当に必要だと思いました。

・今日のお話を自分に置き換え、自分には何ができるかと現実的に考えるようになった。



いきいきと生きられる社会に向けて

講演会と質問タイムを通し、
辻さんからいただいた、笑顔を咲かせる数々のヒントをクローズアップしてお届けします

クローズアップ

自分を助けてくれる人のところに自分で行く。適した環境さえあれば、

みなさんはきれいに花を咲かせることができます。

みなさんお一人おひとりが、幸せで笑顔溢れる、そして健康で豊かな日々を

送られることを願っています！

偏差値で人の価値が決まり、大人のいうことを聞く子が良い子と教

えられ育ってきた世代。勉強すれば幸せになれると思っていた子ども

時代。現実はそうではなかった。18歳で妊娠・結婚、DV、離婚、娘の不

登校…。 頼る先はなく、「母親なんだから」 そんな言葉に苦しめられ、

娘をかわいいと思えなくなった。まさか自分がそうなるなんて…。

なぜそうなったのかを知るために、通信教育で大学を２回卒業！

これまでの人生

しなくていい苦労は、しなくてもいい

自らやらなければ、と思って背負ってしまっているものが、実はし

なくてもいいものかもしれない。

人を見ず、組織や属性を見て社会の側があてはめて、その期待通

りでなければならない現状。「母親はこうあるべき」という100点か

ら始まり、できなければ減点される。

ジェンダーロール＜社会的性差＞を変えなければ、生きづらさは

変わらない。

通信教育の勉強は、睡眠時間を削ってしたそうです（オススメはしていません）

誰かのせいじゃなくて、自分がやらなければ

社会の仕組みや制度が悪いって文句を言っていた。だけど、みんなが暮らしやすい世の中にするためには、

誰かのせいにしていてはいけない。自分がやらなければ。

コロナで人の心を狭くしてしまったらあかん。禁止や防止ではなく、愛して守る愛護活動を広めていきたい。

オンラインなどで悩むママさんと繋がったり、できることは続けていこうと思う。

ペコちゃん人形のお話、印象的でした

クローズアップ１

クローズアップ２

クローズアップ３

人生に失敗はない。経験が増えるだけ。クローズアップ４
「失敗だったね」というのは、誰かが失敗と決めつけているだけ。誰かの期待に応えるために頑張ったら、

その人が基準になってしまう。

自分の心が喜ぶかどうか。その感覚を学んでいかなければ、しんどい人生になってしまう。

「こうなるべき」にとらわれないこと。人と比べないこと。

社会が、女性が元気に暮らせるような制度・仕組みになっていないことに

気づき、「助けて」といろんな人に言うように。
▲ オ ン ラ イ ン の 様 子
(右上:講師 左上:手話通訳者)

▲ 会 場 の 様 子

適切な時期に適切な環境でタネが植えられたら、適切な時期に実る。

だから安心していろいろな経験を楽しんでください。

たまねぎも大根もジャガイモも、

それぞれの長所を持っているんですね

自分で決めて 自分を生きる

みなさんが本来もっている可能性や力が、誰かや何かに押し込められて

いると生きづらさを感じます。
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